





How Do Mothers Estimate Themselves through Parenting?
—The Relations between Diffi cultness and Developmental Change of Toddlers—







































べて精神的に不安定になる傾向があった（Stevenson-Hinde, & Simpson, 1982）。母親が子ど
もを気質的に難しい子どもだと認識すると，親としての効力感が低下する傾向にあった
（Gross, Conrad, Fogg, & Wothke, 1994）。
　子どもの気質特徴と親のしつけ方略の関係では，乳幼児期に見られた親のしつけに対
する抵抗の強さと親による統制の強さの間に交互作用が見出された（Bates, Pettit, Dodge, 
& Ridge, 1998）。母親のしつけ方略は，異なる気質をもつ男児と女児の間では違ってい
た。子どもの性は，気質と親のしつけを結びつけるモデレーターの役割をはたす（Putnam, 
























































核家族の第一子である 2歳と 3歳の子どもをもつ母親である。分析対象は，平成 15年 7










2歳児 197名 25.5か月（分布 23–30，SD＝1.9） 104 93













2歳母 31.3歳（分布 19–40，SD＝3.7） 1.0％ 19.3％ 49.7％ 29.4％ 70.1％ 27.9％



















































であり，「いつも」に 1点，「ときどき」に 2点，「まれに」に 3点，「全然ない」に 4点を
与え得点化した。得点が高いほど関係が良好であることを示すようにリコードしてある。


























2歳児 48名（24.4） 108名（54.8） 30名（15.2） 11名（5.6） 0　　　　




2歳児 156名   41名 197名
   男児   75（72.1）   29（27.9） 104（100.0）
   女児   81（87.1）   12（12.9）   93（100.0）
3歳児 146名   25名 171名
   男児   73（81.1）   17（18.9）   90（100.0）



























扱い易い群 扱い難い群 分散分析結果 扱い易い群 扱い難い群 分散分析結果
2歳児 85.6　（9.9） 77.5（11.0） 易＞難**. 41.9（5.7） 45.6（6.7） 易＜難**
3歳児 86.5（10.1） 76.5　（9.5） 易＞難**. 40.9（5.7） 43.3（6.7） 易＜難†





































まだ 少し反抗期 反抗期 その他 不明
2歳児 47（23.9） 102（51.8） 44（22.3） 1（0.5） 3（1.5）
3歳児 35（20.3）   81（47.1） 50（29.1） 2（1.2） 4（2.3）
　　　　　　   注．（　）の数値は割合を示す。
Table 7　反抗期群と非反抗期群における 2つの尺度の平均得点
母子関係尺度得点 抑うつ性尺度得点
反抗期群 非反抗期群 分散分析結果 反抗期群 非反抗期群 分散分析結果
2歳児 83.9（10.9） 83.4（10.3） n.s. 42.7（6.0） 42.8（6.2） n.s.
3歳児 84.9（10.7） 86.0　（9.5） n.s. 41.6（6.1） 39.7（5.3） n.s.





















にしたがって 2歳児と 3歳児を分類したところ，Table 9の結果がえられた。










反抗期群　 対応しやすい　　  （2） 最も対応しにくい（4）
非反抗期群 最も対応しやすい（1） 対応しにくい　　  （3）
　　　　　　　　    注．（　）の数値は対応しやすさの順位を示す。
Table 9　Table 8の予測にもとづいた年齢別分類結果
2歳児 3歳児
易 難 易 難
反抗期群　 115名（59.3） 31名（16.0） 112名（67.1） 18名（10.8）
非反抗期群   39名（20.1）   9名　（4.6）   31名（18.6）   6名　（3.6）
　　　　　　   注．（　）の数値は割合を示す。無記入者は 2歳児 3名，3歳児 4名。
Table 10　分類されたグループ別母親の自己評価尺度得点
2歳児 反抗期・易 反抗期・難 非反抗期・易 非反抗期・難 分散分析結果
人数 114名 30名 37名 9名
反・易＞反・難**，
反・易＞非・難†
平均 6.61 5.73 6.86 5.78 非・易＞反・難**，
SD   1.2   1.5   1.0   1.5 非・易＞非・難*
3歳児 反抗期・易 反抗期・難 非反抗期・易 非反抗期・難 分散分析結果
人数 110名 18名 30名 5名 反・易＞反・難**
平均 6.57 5.83 6.63 6.40 非・易＞反・難*












にくい群であり，予想 1位≒予想 2位＞予想 3位＞予想 4位であった。
　3歳児では，非反抗期・扱いやすい群≒反抗期・扱いやすい群＞非反抗期・扱いにくい
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